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箴言 にお ける釈 義上 の問題(4)

勝 村 弘 也

1.は じ め に

この 論 考 に お い て は 、 これ ま で 詳 細 に検 討 す る こ と を留 保 して きた重 要 な

用 語 を 扱 う。 「好 意 」 「好 み 」 「お 気 に入 り」 等 と訳 さ れ る ヘ ブ ラ イ 語 の ラ ツ

ォ ー ン(rayon)は 、 新 約 の ギ リ シ ャ語 エ ウ ドキ ア(ε もδo紅α)に 対 応 す る 語

で あ っ て 、神 学 的 に も き わめ て重 要 で あ る。 しか しな が ら、 従 来 の 翻 訳 聖 書

の訳 語 に まっ た く統 一 性 が み られ な い 事 実 が 示 して い る よ う に 、 我 が 国 で は

この 語 の思 想 的 重 要 性 が ほ と ん ど意 識 され て い な い よ う に思 わ れ る 。 ドイ ッ

語 の 場 合 は 、訳 語 にWohlge制lenやGefallenが 選 ば れ る こ とが 多 い 。 ル タ ー

訳 聖 書(11でWohlgefallenが 出 て くる有 名 な箇 所 に ル カ に よ る福 音 書2章14節

が あ る 。 旧 約 で は例 え ば 詩 篇30・8、145・16、 箴 言11・1、20等 に名 詞 の

Wohlgefallenが 用 い られ 、 レ ビ記1・3、22・19な どで はwohlgefalligmachen

が 使 用 さ れ る 。 レ ビ 記1・4、22・23等 の 動 詞rr-s‐hの 訳 語 に も

wohlgefalligmachen、wohlgefalligseinが 用 い られ る 。J.S.バ ッハ が 作 曲 した

有 名 な ク リス マ ス の 賛 美 歌 にIchstehandeinerKrippenhier「 ま ぶ ね の か た え

に わ れ は立 ち て」 が あ る が 、 幼 子 イエ ス に捧 げ も の を す る 「私 」 は 、1aβdirs

wohlgefallen「 あ な た が 喜 ん で 受 け 入 れ て くだ さ る よ う に」 と歌 う。 こ の 語

が 教 会用 語 と して い か に 定 着 して い るか を示 す 一 例 で あ る。 本 論 考 にお い て

は 、 旧約 に お け る ラ ツ ォー ン の概 念 史 を簡 単 にた ど りな が ら 、主 と して箴 言

で の用 法 につ い て 考 察 す る。
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2.旧 約 に お ける ラツ ォー ン

2.1.旧 約 全 体 で の ラ ツ ォ ー ン の 用 例 は、 合 計56回 あ る。Schrenkは 、 こ

れ ら の用 例 を神 が 「気 に入 る こ と」 「好 意 を示 す こ と」 な どの 意 味 に な っ て

い る場 合 と、 人 間 が 意 志 ・感 情 ・行 為 の主 体 に な って い る場 合 に大 別 す る 。

Schrenkは 、 両 者 の 用 法 を さ らに 以 下 の よ うに 細 分 化 して 検 討 して い る{2)。

(1)神 に 関 す る 用 法:

a.神 が犠 牲 を喜 ん で受 け 入 れ る場 合 な ど の用 例 と して 、 レ ビ記19・5、

22・19以 下 、 イ ザ ヤ 書56・7等 を挙 げ る 。 マ ラ キ 書2・13の 場 合 は 、 「(ヤハ

ウ ェが)気 に入 った もの」 の 意 味 で あ る が 、 こ れ は 別 に検 討 を 要 す る(3)。神

が気 に入 る もの の 内 容 は 犠 牲 で は な い が 、 同 じ よ う な 用 例 と してSchrenkは 、

箴 言11・1、20、12・22、15・8を 挙 げ る。 さ ら に箴 言10・32と11・27も 神

につ い て 明 言 され て は い ない が 好 意 の 主 体 は神 で あ る と解 釈 す る 。 これ らの

箴 言 で の用 例 につ い て は 、 お お い に議 論 の余 地 が あ る の で 後 で 再 考 す る。

b.神 の 恵 み や 慈 愛 を一 般 的 に表 現 す る用 法 。 詩 篇5・13、30・6、8、

51・20,106・4、 イ ザ ヤ書60・10に 加 え て箴 言8・35、12・2、18・22を 挙

げ る。 申 命 記33・23は 、 「ヤ ハ ウ ェ の 祝 福 」 と並 行 して用 い ら れ て い る。 詩

篇145・16も 神 の 恵 み の 業 の 意 味 に とる 。Schrerikは 、 ル カ に よる福 音 書2・

14と の 関 連 で 、 詩 篇69・14、 イザ ヤ書58・5な ど他 の 名 詞 と結 合 して い る 用

法 に注 目 して い る。 こ の よ う な用 法 につ い て も後 で 別 に考 察 す る 。

c.神 の 意 志 を表 現 す る 用 例 と し て 、 詩 篇40・9と103・21を 挙 げ る 。 し

か し、 これ ら をbと は 別 の 項 目に 分 類 す る 明 確 な根 拠 が あ る よ う に は思 わ れ

ない 。

(2)人 間 に関 す る用 法:

Schrenkの 分 類 に 従 う と、 人 間 が ラ ツ ォー ンの 主 体 に な っ て い る 用 例 は16

回 しか な い 。

a.専 制 君 主 の勝 手 気 ま ま の よ う に 「恣 意 」 「偏 愛 」 「好 き勝 手 」 の意 味 に

な る もの 。 創 世 記49・6、 エ ス テ ル記1・8、9・5、 ネ ヘ ミヤ 記9・24、

37、 ダ ニ エ ル書8・4、11・3、16、36。
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b.よ い 意 味 で の 人 間 の 感 情 や 行 為 と して の 用 法 。 まず 王 の 寵 愛 を意 味 す

る もの 。 箴 言14・35、16・15、19・12に 加 え て 、16・13(王 の 気 に入 っ た も

の)を 数 え る。14・9も 実 直 な者 た ち の 間 に 起 こ る幸 せ を願 う感 情 と して こ

こ に分 類 さ れ る 。

c.敬 慶 な 者 の 神 に 向 け られ た 意 志 な い し願 い 。詩 篇145・19、 歴 代 誌 下

15・15の2例 を数 え る。

2.2.名 詞 ラ ツ ォー ン は 、動 詞 「気 に入 る 」 「好 む」 「満 足 す る」(ラ ー ッ

ァ ーd「r-S-h)か らの 派 生 語 で あ る と され る 。 こ こ で は、 ラ ツ ォ ー ンの 用 法

と概 念 史 を再 検 討 す る 前 に 、 旧 約 に お け る 動 詞r-§-hの 用 法 に つ い て 見 て

お きた い 。 エ ヴ ェ ン ・シ ョー シ ャ ンの コ ン コル ダ ンス に よ る と動 詞 の 用 例 も

同 じ く56回 あ るが4}、 この 動 詞 に は2種 類 あ る とす る説 が 有 力 で あ る 。KBL

の 第3版 で は 、IV「r-s-hの 他 に 、HV「r-§-hの 項 を立 て そ の 用 例 と して 、

カ ル 形5回 、ニ フ ァ ル形1回 、ピエ ル形1回 、ヒ フ ィル 形1回 を数 え て い る(5)。

これ らの8例 の う ち 、 果 た して 何 例 ま で を実 際 に1工V「r-S-h(以 下 、II類 と

す る)に 分 類 す るの が 妥 当 な のか に 関 して は 、 意 見 が 分 か れ て い る。 ピ エ ル

形 で の 用 例 と され る ヨブ記20・10を 、GerlemanはH類 に数 え て い な い し(6}、

最 近 出 版 さ れ た 山 我 哲 雄 訳 の レ ビ記17〕で は、26・34の2例 と26・43の1例 を

「享 受 す る」 と訳 して い る。 池 田裕 訳 の 歴 代 誌 下 〔8}36・21も 「享 受 す る」 と

な っ て い る。 これ ら を 除外 す る と3例 しかIIに は 残 らな い 。 こ れ ら3例 は

「罪 責 を償 う」(レ ビ記26・41、43)「 罪 責 が 償 われ る」(イ ザ ヤ 書40・2)と

きわ め て 類 似 した 用 法 に な っ て い る。Gerlema皿 は 、動 詞d「r-s‐hの 基 本 的 な

意 味 は 、annehmen「 引 き受 け る」 「受 け 取 る」 で あ る と推 定 す る{9)。た い て

い の場 合 は、 満 足 して 受 け 取 る、 喜 ん で 受 け取 る の よ うな肯 定 的 な 意 味 に な

る の だ が 、 稀 に否 定 的 な意 味 で 「罪 責 を引 き受 け る 」 の よ うな 場 合 が あ る と

考 え れ ば 、 こ の動 詞 に は元 々1種 類 しか な い こ と に な る。

普 通 、IIに 属 す る と され る用 例 を除 い て数 え る と、 カ ル形 で の用 例 は42

回 あ る(箴 言23・26の ケ テ ィ ブ も数 え る)。 目立 っ て 多 い の が 詩 篇 の13回 で

あ る。 以 下 に該 当箇 所 を列 挙 す る。 詩 篇40・14、44・4、49・14、50・18、
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51・18,G2・5,77・8,85・2,102・15,119・108,147・10,147・11,

149・4。 こ れ らの 箇 所 を数 種 類 の 日本 語 訳 聖 書 で 逐 一 当 た っ て み る と、 ほ

と ん ど絶 望 的 な ほ ど訳 語 が 分 散 して い る か ら 、原 典 と照 合 して み な い か ぎ り、

問題 の動 詞 ラー ツ ァー が ど こ に あ る の か が 分 か ら な い 。 こ の動 詞 が 本 文 に あ

る こ とを 無視 して い る よ う な訳 もか な り存 在 す る 。松 田伊 作 訳 ㈹に は さす が

に こ の よ う な見 落 と しは ない が 、 多 くの 場 合 訳 語 に 「顧 み る」 を当 て て い る。

残 念 な が ら適 当 な訳 語 とは 思 わ れ な い 。 ル ター 訳 で 当 た っ て み る とgefallen、

Gefallenhaben、Wohlgefallenhabenな ど の訳 語 が す ぐ に 目 に飛 び 込 ん で くる。

日本 語 に 訳 す 場 合 、 素 直 に 「気 に 入 る」 「受 け 入 れ る」 「喜 ぶ」 な ど とす れ ば 、

簡 単 に訳 せ る はず で あ る。 カ ル形 で の用 法 に つ い て は 、 以 上 で お お よそ の 見

当 は つ い た 。 他 の用 法 で 注 目 され る の は 、祭 儀 用 語 と して の ニ フ ァル形 で の

6例 で あ る。 こ れ らは す べ て レ ビ記 に見 られ 、 山我 哲 雄 訳 で は 「受 け 入 れ ら

れ る」 と適 切 に訳 され て い る(1・4、7・18、19・7、22・23、25、27)。

Gerlemanは 、 動 詞 ラ ー ツ ァー の 基 本 的 な 語 義 と して 「受 け 取 る」 「引 き受

け る」 を推 定 す る が 、 こ れ は元 来 、 分 捕 り もの や相 続 の分 け 前 を受 け 取 る よ

う な 場 合 に用 い られ た の だ とす る(口 語 訳 聖 書 の 詩 篇49・13[マ ソ ラ14]「 自

分 の 分 け前 を喜 ぶ 者 ど もの 果 て で あ る」 を参 照)。 この よ う な 受 け取 りは 、

た い て い 受 け取 っ た 者 に 満足 、 喜 び を もた らす か ら 、肯 定 的 な評 価 が こ の動

詞 には 付 加 さ れ る こ とに な り、 「享 受 す る」 か ら 「気 に入 る」 「満 足 す る」 の

意 味 に転 じた。 しか し、 「罪 責 を 引 き受 け る」 の よ う な表 現 も不 可 能 で は な

か っ た1>>1。「受 け取 る」 に肯 定 的 な意 味 合 い が 強 い こ と か ら、 こ の 動 詞 は神

が 捧 げ もの を 「受 け入 れ る」 場 合 の 祭 儀 用 語 と して盛 ん に使 用 され る よ う に

な った の で あ ろ う。 以 上 の 考 察 を ふ ま え て 名 詞 の ラ ツ オ ー ンに つ い て再 考 す

る 必 要 が あ る 。

2.3,名 詞 ラ ツ ォー ンの 用 例 を通 覧 して す ぐに 気 づ くの は 、 こ の語 の 用 例

が バ ビ ロ ン捕 囚 以 後 の テ クス トに 偏 っ て い る よ うに 思 わ れ る 点 で あ る 。56例

の う ち 第 二 、 三 イザ ヤ が6回 、 ダニ エ ル書4回 、 エ ス テ ル記2回 、 ネ ヘ ミヤ

記2回 、 マ ラ キ書1回 、 エ レ ミヤ 書1回 、 エ ズ ラ 記1回 、歴 代 誌 下1回 と確
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実に捕囚期以降の文書に18回用例がある。モーセ五書の用例は、レビ記7回

を含めて合計11回 である。他には詩篇13回 、箴言14回 となっている。詩篇の

各篇の年代推定は容易ではないか ら、ここでは判断を保留 しなければならな

い。確実に王国時代 と推定される用例は、箴言の中の格言などに見つけられ

るだけである。

この語が用いられた生活の座(SitzimLeben)と しては、祭儀 と宮廷が考

えられる。すでに見たように神がラツォーンの主体である用例は、数が多い

が、このことはこの語が最初から神学的用語 として用いられたことにはなら

ない。Schrenkが(1)bとcに 分類 したような一般的な神の 「恵み」「寵愛」「意

志」 を表現するような用法は、この語の発展 の歴史の遅い時代 に位置づけら

れるであろう。

動詞ラーツァーが 「気に入る」「好む」「満足する」の意味に転 じたことか

ら、宮廷用語としてのラツオーンが派生 したのではないか。ここで問題にな

るのは、まず王のラツォーンである。これは王が 「喜んで受け入れること」

「気に入ること」「気に入るもの」 をさす とともに、王が臣下に示す 「寵愛」

をも意味 した(次 節参照)。 王が専制的に振る舞えば、これが 「好き勝手」「好

き放題」 の意味 に転 じるのは当然である。旧約の遅い時代の文書であるネヘ

ミヤ記、エステル記、ダニエル書での用例が これを示 している。なおラッォ

ーンは、王に限らず人々に好感をもたらす ものをも意味したはずである。

祭儀用語 としてのラツオーンは、「受け入れる」を意味する動詞ラーツァ

ーから派生 したと考えられる
。このような犠牲 を 「(神が)喜 んで受け入れ

ること」 としてのラツォーンと、宮廷用語 としてのラツォーンの どちらが先

に発生 したのかを問うてもあまり意味はないであろう。神に関する用語 と王

に関する用語は、古代 オリエント世界では しばしば相互に重 なり合 うからで

ある。いずれにせ よ、ラーツァー(ニ ファル形)も ラツォーンも祭司文書で

は祭儀に関する専門用語になっている{izf。ここでは恣意性は問題にならない。

厳密に規定 にかなった犠牲だけがヤハウェに受け入れられるとされるからで

ある。 レビ記 におけるこのようなラツオーンの用例 としては、1・3、19・

5、22・19、20、21、29、23・11が ある(イ ザヤ書56・7、60・7 、マラキ
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書2・13を も参 照)。

ラ ッ ォ ー ン に は、 詩 篇145・19の よ う に 「願 い 」 の 意 味 に な る用 例 が あ る 。

これ は 宮 廷 に お い て 王 の 気 に 入 る こ と ば が ラ ツ オ ー ン で あ っ た こ と(箴 言

16・13)や 神 に捧 げ られ て 受 け 入 れ られ る 犠 牲 が ラ ッ ォー ンで あ っ た こ とか

ら派 生 した も ので あ ろ う。 この よ うな 意 味 の推 移 は死 海文 書 に も見 られ る が 、

こ こで は述 べ な い゜3)。

3.箴 言におけるラツォーンの用法

3.1.箴 言には合計14の 用例があるが、8・35以 外のすべての用例が10章

以下の 「ソロモンの第一詞集剛 に集中している。この文学集成は、基本的

に王国時代の格言からなると推定されるから、ここにラッォーンの古い用法

が見 られると考えてよい。最初に王に関する以下の4つ の用例 を考察する。

16・13と15の 場合は、前後の文脈を考慮 して12節 以下を訳す。なおラツオー

ンの訳語には 〈 〉を付けた(以 下同様)。

賢 明 な し もべ に は 、 王 の 〈好 意 〉。

だが 、 恥 を さ らす者 に は、 王 の憤 り(14・35)。

邪 悪 な 行 い は 、 王 の 嫌 悪 す る も の。

ま こ と に、 義 に よ っ て王 座 は 堅 く立 つ 。

義 しい 唇 は 、王 の くお気 に 入 り〉。

率 直 に語 る者 を、 彼 は愛 す る。

王 の 憤 りは 、 死 の 使 い 。

だ が 、 賢 い ひ と は、 彼 を なだ め る 。

王 の顔 の光 に は、 い の ち が あ る 。

彼 の く好 意 〉 は、 春 の 雨 の雲 の よ う だ(16・12・15)。

王 の憤 激 は 、 ラ イ オ ンの う な り声 の よ うだ 。

だ が 、彼 の く好 意 〉 は、 青 草 の 上 の露 の よ う だ(19・12)。
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原則 として 「喜んで受け入れる」の意味が強い場合には、「お気 に入 り」

と訳 し、王から出て来る寵愛、恵みのような意味が強い場合 には 「好意」 と

訳すことにしたが、14・35の ような場合にはどちらとも決めかねる。

旧約の知恵は、第一に実践的知恵であり、政治的領域 と深 く関わっていた。

その意味で宮廷は知恵のひとつの中心であった。王が社会正義の遂行者 と考

えられていたことを16・12～13は 示す。先に「箴言 における釈義上の問題(2)」

で見た ように、箴言16・1～15で は、〈ヤハ ウェに関す る格言〉と 〈王 に関

する格言〉が相互 に融合するような形で結びついている(15)。まず、13節 のラ

ツォー ンが12節 の 「嫌悪す るもの(ト ーエバー)」 と対立関係 にあることが

注目されるが、16章 冒頭の一連の 〈ヤハウェに関する格言〉にも5節 に 「ヤ

ハウェの嫌悪するもの」 という表現があって呼応 している。内容的にも5節

では 「心の驕 り高ぶる者」が問題 になってお り、12節 の内容 と相互補完的な

関係にある。16章 の 〈ヤハウェに関する格言 〉にはラツォーンは見当たらな

いが、7節 には動詞 ラーツァーの不定詞を用いて 「ヤハウェが気に入るとき

に」の表現がある。なお、13節 のラツか 一ンは、「愛する('-h-b)」 と並行

関係 にある。

14・35と19・12で は、王のラツォーンが、王の 「iり 」「1責激」と対立関

係 にある。ここでは王のご機嫌が問題 になってお り、このような古い時代の

用例で もラッォーンの恣意性が伺われて興味深い。いずれの用例で も 「喜 ん

で受け入れること」 という元の意味から大 きく外 れていないが、好意 と訳 し

た3例 では、王が好意 を向ける対象は臣下である。

3.2.次 に ラ ッ ォ ー ンの 主 体 が ヤ ハ ウ ェ で あ る場 合 につ い て 見 る 。 「ソ ロ

モ ンの 第 一 詞 集」 に以 下 の6回 の用 例 が あ る 。

偽 りの は か りは 、 ヤハ ウ ェ の嫌 悪 す る もの 。

だ が 、 正 しい お も りの 石 は 、彼 の くお 気 に入 り〉(11・1)。

心 の 曲が っ た 者 は、 ヤ ハ ウ ェ の嫌 悪 す る もの 。

だ が 、 ま っ す ぐに道 を 歩 む者 は 、 彼 の 〈お 気 に入 り 〉(ll・20)。

7



善 人 は、 ヤハ ウ ェか らの く好 意 〉 に 出会 う。

だ が 、 謀 略家 は 有 罪 と され る(12・2)。

偽 りの 唇 は 、 ヤ ハ ウ ェ の 嫌 悪 す る もの 。

真 実 を行 な う者 は、 彼 の 〈お 気 に入 り〉(12・22)。

邪 悪 な者 ど もの 犠 牲 は 、 ヤ ハ ウ ェ の嫌 悪 す る もの 。

だ が 、実 直 な 者 た ち の祈 りは、 彼 の くお 気 に 入 り〉(15・8)、

〔良 い㈹〕 妻 を見 い だ した者 は 、 良 い もの を見 い だ し た の だ 。

彼 は ヤハ ウ ェか らの 〈好 意 〉 に 出会 っ た の だ(18・22)。

す ぐに気 づ くの は4例 で 「彼 の お気 に入 り」が 「ヤハ ウ ェの 嫌 悪 す る もの 」

と対 立 関係 に置 か れ て い る こ とで あ る 。こ こで 「嫌 悪 す る もの(ト ー エ バ ー)」

につ い て 説 明 す る{17}。こ の 語 は 旧 約 全 体 で117回 も の 用 例 が あ る 。 申命 記 文

書 や エ ゼ キ エ ル書(43回)で の用 例 が 多 いが 、 箴 言 で も10回 用 い ら れ て い る。

祭 儀 用 語 と して使 わ れ る こ とが 特 徴 的 で あ り、偶 像 礼 拝(申 命 記7・25以 下 、

列 王 記 下23・13、 エ ゼ キ エ ル 書8・13以 下 、16・36)、 性 的 タ ブ ー を犯 す こ

と(レ ビ記18・22・30、 エ ゼ キ エ ル 書22・10以 下)、 神 殿 男 娼(列 王 記 上14・

24)、 子 供 を犠 牲 と して 捧 げ る こ と(申 命 記12・31)な どが トー エ バ ー と さ

れ て い る 。 こ れ らの用 例 は 、 この 語 が 「破 廉 恥 」 の よ うな きわ め て強 い 否 定

表 現 で あ る こ とを 示 して い る 。 トーエ バ ー は 、 ま ず 祭 儀 の領 域 で ヤ ハ ウ ェ に

受 け入 れ られ な い こ とで あ っ た が 、 エ ゼ キ エ ル書 の 用 例 が 示 して い る よ う に 、

預 言 書 で は 日常 生 活 にお け る 倫 理 的行 為 が 問 題 に な っ て い る。 箴 言 で は、 預

言 者 の 思 想 の影 響 を受 け て で あ ろ うか 、 度 量 衡 の ご ま か し(11・1、20・10、

23){ie)、嘘偽 り(12・22、26・24以 下 〉、 驕 り高 ぶ り(16・5)、 ほ ら吹 き(24・

9)、 正 義 に反 す る判 決(17・15)な どが トー エ バ ー と さ れ る 。

11・20の 「心 の 曲が っ た 者 」 とい う表 現 の 意 味 は 、 明 瞭 で は な い が 、 卑 劣

な行 為 を す る 者 の 意 味 で あ ろ う。15・8の 格 言 に も、預 言 者 の祭 儀 批 判 の 影

響 が認 め られ る 。 日常 生 活 にお い て 弱 者 を抑 圧 す る な ど正 義 を踏 み に じ る よ

う な行 為 を して い る者 の 犠 牲 の捧 げ も の を ヤ ハ ウ ェが 受 け入 れ な い こ と を語

って い る の で あ る。
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18・22で は、 ラ ツ ォー ンが ほ とん ど 「人 を喜 ば す 良 い も の」 の意 味 に な っ

て い る 。 この よ うな ラツ ォー ン は 、 人 間 か ら神 に で は な く、 神 か ら人 間 に 来

る の で あ る。

8・35は 捕 囚 後 の テ ク ス トで あ り、 女 性 と して 人 格 化 され た知 恵 が 「私 」

と して 入kに 語 っ て い る 。 良 い 妻 に つ い て 語 っ て い る18・22と 比 較 す る と特

に 後 半 が きわ め て 似 て い る 。 こ こ で は 知 恵 と 「い の ち」 と ラ ツ ォー ンが 並 行

関係 に あ る 。

ま こ とに 、 私 を見 い だす 者 は 、 い の ち を見 出 す 。

ヤ ハ ウ ェ か らの 〈好 意 〉 に出 会 っ た の だ(8・35)。

3.3.ラ ッォーンとトーエバーが並べ られている多 くの用例 に当たってみ

ると、これらの語が祭儀用語 としての響 きをいつ まで も失わなかったのでは

ないかとの感をもつ。このことは、ラツオーンが 〈人間から神に〉送 られる

もの としての性格 と く神か ら人間に〉送 られるものとしての性格 とい う一見

矛盾する両面をもつ ことと関係す るように思われる。元々、人が犠牲の獣 を

神 に捧げて受け入れられるという祭儀 の場は、神 と人との交流の場 なのであ

り、互いに満ち足 りて喜ぶ場なのである㈹。われわれ現代人には理解が困難

であるとしても、 レビ記が記 しているような祭儀の規定は、そのような喜ば

しい交流を保証するためのものなのである。キ リス ト教会における礼拝 も祈

りを捧げる行為 自身が神 と人 との出会いであ り交わ りなのであり、人が神か

らのラツォーン(喜 び、満足)を 受け取る場なのである。このように考える

と、ラツオーンが 〈人間から神に〉と 〈神から人間に〉の双方性を持つこと

が了解 されるであろう。

3。4.以 上 で箴 言 で の用 例14の うち11例 に つ い て 考 察 した 。 残 っ て い る の

は10・32、11・27、14・9の3例 で あ る 。

義人の唇は、〈満足 〉を湧 き出す。
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邪 悪 な者 ど もの 口 は 、 ね じれ て い る(10・32)。

善 を欲 しが る 者 は 、 〈好 意 〉 を探 し てい る 。

だ が 、 悪 を追 い 求 め る者 には 、 そ れ が や っ て 来 る(11・27)。

愚 か 者 た ち は 、 償 い の供 犠 を嘲 る 。

だが 、実 直 な 者 た ち の 間 に は、 〈満 足 〉が あ る(14・9)。

Schrenkは 、10・32、11・27の ラツォーンの主体を、明言 されてはいない

が神であるとしている圃。義人の語 ることばが、神 に喜ばれるものであ り、

善を求める者が、神からの好意を期待 していることになると解釈 して問題 は

ない。 しか し、注解者たちの意見は、ラツォー ンの主体が神 か人かで分かれ

ている{zip。まず10・32か ら考 える。ここには 「湧 き出す」 という表現がある。

義人のことばが泉に喩えられている格言が他 にあるから、これらとの関係で

考察するのが適切であろ う。「義人の口は、いのちの泉。だが、邪悪な者 ど

もの口は、暴虐を隠す」(10・11)。 「人の口のことばは、深い水。湧 き出る

流れ、知恵の泉」(18・4、13・14を も参照)。 パ レスチナのような乾燥地で

は、泉は共同体の中心であ り、人間も家畜 も鳥もいのちはそこか ら湧 き出る

水 にかかっている。義人の語 る知恵のことばは、泉の水のように共同体のい

のちにかかわるとい うのが、これ らの格言の言わんとするところであろう。

10・32を このような格言 との関連で理解すると、「義人の唇」が周囲の人々

に泉か ら湧 き出る水のように大 きな喜びをもた らすと言う意味であることが

分かる。11・27の 後半の 「それ」は 「悪=災 い」を受ける。ラッォーンは、

一応 「好意」と訳 したが 「喜びをもたらす良いもの」の意味 もあるだろう。

善行をなす人が、人々の好意を得るという解釈が一応なりたつが、神 に喜ん

で受け入れ られるとい う意味 を排除するものではない。「災い」 も究極的 に

は神から来るか らである。

知恵が直接的に祭儀に言及するのは稀であるが、14・9の 前半は 「償いの

供犠」 を問題にす る。このことから考えると 「実直な者たち」は、た とえ神

への 「償いの供犠」を捧げる場合で も、互いに喜ばしい交わ りをする礼拝を

経験するというのであろう。 ここでは人間相互の交流が問題になっていると
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言えるが、このことが可能になるのは供 え物が神 に受け入れ られるか らであ

る9

4.ラ ツォーンが他 の名詞 と結合 してい る用法

箴 言 とは直 接 関係 が な い が 、 詩 篇 とイ ザ ヤ 書 に は ラ ツ オー ンが 他 の 名 詞 と

結 合 して 複 合 観 念 を形 成 して い る用 法 が あ る。 この よ うな 用 法 は 、 ル カ に よ

る福 音 書2章14節 の エ ウ ドキ ア の 用 法 を解 釈 す る と きの 鍵 と もな る の で 、 こ

こ で つ い で に考 察 して お く。 問 題 の用 法 は、 詩 篇69・14、 イザ ヤ書49・8、

58・5、60・7、60・10、61・2の6箇 所 あ る 。 い ず れ も翻訳 者 が 苦 労 して

訳 して い る箇 所 で あ る。 た だ し、60・7に は正 文 批 判 の 立 場 か ら問 題 が あ る

の で まず これ か ら見 て お く。 マ ソ ラ を直 訳 す る と、 「私 の 祭 壇 の ラ ツ ォ ー ン

の 上 に、 彼 ら は揚 げ る」 と な る 。 「揚 げ る」 と は 、幡 祭 の 煙 を 立 ち 上 らせ る

の 意 味 で あ るが 、 「私 の 祭 壇 の ラ ツ ォー ン の 上 」 とい う表 現 は 、 ど う 考 え て

も不 自然 で あ る 。 ク ム ラ ン出 土 の テ クス トか ら 「私 の 祭 壇 の 上 に ラ ッ ォー ン

と して」(イ ザ ヤ 書56・7と 同 一 の表 現)と い う読 み 方 が 見 つ か っ て お り、

七 十 人訳 な ど も これ を支 持 す るか ら こ ち らが 正 文 で あ る と考 え て よ い囲。 こ

の場 合 の ラ ッ ォー ンは 、 「神 に受 け 入 れ ら れ る犠 牲」 の 意 味 に な る 。 テ ク ス

トの 変 更 に よっ て 、60・7が 問 題 の用 法 か ら除外 され 、5例 が 考 察 の 対 象 と

して残 る 。 こ れ ら につ い て 、 問 題 の聖 書 の箇 所 に ラ ツ ォー ン を訳 さな い ま ま

で の逐 語 訳 を付 け 、 い くつ か の 英 語 と ドイ ツ語 の 訳 文 を適 宜 参 照 して 整 理 す

る と以 下 の よ う に な る 。 な おL.は ル タ ー訳 、Z.は チ ュ ー リ ヒ ャ ー 聖 書 、

RSVはRevisedStandardVersion、NKJVはNewKingsJamesVersionで あ る 。

詩 篇69・14「 ラ ツ ォ ー ン の 時 」

zurZeitderGnade(L.);zurZeit,daesdirwohlgefallt(Z.);

atanacceptabletime(RSV);intheacceptabletime(NKJV)

イ ザ ヤ 書49・8「 ラ ツ ォ ー ン の 時 に 」

zurZeitderGnade(L.);ZurZeitderHuld(Z.);

Inatimeoffavour(RSV);inanacceptabletime(NKJV);
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Inafavorabletime(WBC)㌍ 訪

イ ザ ヤ 書58・5「 ヤ ハ ウ ェ に と っ て ラ ツ オ ー ン の 日」

einenTag,andemderHerrwohlgefallenhat(L.};

anacceptabledaytotheLord(NKJV);

adayacceptabletoYahweh(WBC)

イ ザ ヤ 書61・2「 ヤ ハ ウ ェ に と っ て ラ ツ オ ー ン の 年 」

eingnadigesJahndesHerrn(L.);

theacceptableyearoftheLord(NKJV);

theyearofYahwe'sfavor(WBC)

イ ザ ヤ 書60・10「 私 の ラ ツ ォ ー ン に お い て 」

inmeinerGnade(L.);

inmyfavour(RSV);inmyfavor(NKJV,WBC)

それぞれの翻訳聖書に必ず しも整合性があるわけではないが、ルター訳 と

NKJVに はかなり明瞭に傾向が認められる。ルター訳はこのようなラツォー

ンをGnade(神 の恵み)と して把握 し、NKJVは 人間の捧げるものが神に受

け入れられることとして把握する。つまりどちらの解釈 も成立するのが この

ようなラツオーンの基本的な性格なのだとも考 えられる。先に考察 したよう

に、ラツオーンは特に祭儀においては神 と人との交わ りの場に出現する喜び

としての性格 を持ち、双方的である。神か ら人への方向を強調すれば、「恵

み」となるが、人か ら神への方向を強調すれば「受け入れ られる(acceptable)」

という訳語が当て られることになる。いずれにせ よラツォーンの双方的な性

格が、このような用法 において確認されるのである図。
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(17)E.Gerstenberger,t`‐bpi.verabscheuen,in:Jenni/Westermann,a.a.0.,1051

-1055
.を 参 照 し た 。 トー エ バ ー と ラ ツ ォ ー ン の 対 立 関 係 に つ い て は 、Jutta

Hausmann,StudienzumMenschenbildderalterenWeisheit,Tubingen(1995)

261ff.参 照 。

(18}=注(15)29頁 参 照 。

⑲ 祭 儀 と 義 と 連 帯 の 関 係 に つ い て は 、 勝 村 弘 也 著 『旧 約 聖 書 に 学 ぶ 』 日本

キ リ ス ト教 団 出 版 局(1993)75頁 参 照 。
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㈲=注(2)

⑳ 使 用 し た 注 解 書 に 関 し て は 、 『キ リ ス ト教 論 藻 』 第26号(1994年3月)

38頁 の リス トに加 え て 、R.N.Whybray,Proverbs:NCBC(1994);Arndt

Meinhold,DieSpruche:ZBK(1991)を あ げ る こ とが で き る。

(22}J.D.W,Watts,Isaih34_66:WordBiblicalCommentary(1987)292、 等 参 照 。

(23)=注(zz}。

㈱ 新 約 に お け る動 詞 エ ウ ドケ オ ー とエ ウ ドキ ア の 用 法 に つ い て は 、 い つ か

稿 を改 め て論 じた い が 、 こ の 紙 面 を利 用 して 、 福 音 書 に お け る若 干 の 用 法 に

つ い て の み 簡 単 に論 じて お く。

新 約 にお い て動 詞 の エ ウ ドケ オ ー が用 い ら れ て い る重 要 な箇 所 にマ ル コ

に よる福 音 書1章11節 が あ る 。 こ こ は イ エ ス が ヨハ ネか ら洗 礼 を受 け た と き

に 、天 か ら声 が あ っ た とさ れ て い る箇 所 で あ る。 新 共 同訳 は 以 下 の よ う に訳

す 。 「あ な た は わ た しの 愛 す る子 、 わ た しの心 に 適 う者 」(口 語 訳 聖 書 も大 差

は な い)。 しか しこ こ を ネ ス トレー ア ラ ン編 集 の ギ リ シ ャ語 テ ク ス トか ら訳

す と 「お 前 は わ た しの 愛 す る 子 、 お 前 をわ た しは気 に入 っ た 」 で あ る 。 ル タ

ー訳 で は
、DubistmeinlieberSohn,andirbabeichWohlgefallen.と な って い る 。

問 題 は 後 半 の 「お前 を わ た しは 気 に入 っ た 」 の 部 分 で あ る が 、 マ タイ に よ る

福 音 書 の並 行 箇 所3章17節 の ギ リ シ ャ語 本 文 は マ ル コ と は少 し違 っ て い る。

とこ ろ が 不 思 議 な こ と に新 共 同訳 の 訳 文 は マ ル コ の 場 合 と ま っ た く同 じで あ

る。 どち らの 訳 文 に も合 格 点 は付 け られ な いが 、 特 にマ ル コの 場 合 は ほ とん

ど誤 訳 で あ る。 これ は基 本 的 に は翻 訳 者 の 「学 力 」 の 問 題 で あ る が 、神 が 特

定 の 人 間 こ こ で は イ エ ス を 「気 に 入 っ た 」 「好 きだ 」 とす る よ う な

表 現 が 、 翻 訳 者 の神 観 念 に合 わ ない た め に聖 書 が 素 直 に読 め な い で 起 こ っ た

誤 訳 な の だ と も言 え る。 こ の よ う な 問題 は 、 お そ ら く非 常 に 根 が深 い 。 聖 書

に特 有 の セ ム 的 な感 性 か らす る と、 神 が 特 定 の 人 間 を 「好 きだ 」 とか 「気 に

入 る」 とす る の に何 の 問 題 もあ りは しな い 。 も と も と神 の愛 と か神 の 選 び と

か 言 う表 現 に は、 この 種 の 問題 が 付 い て 回 っ て い る の で あ る 。 と ころ が 「神

の 御 意 志 」 とか 「神 の御 心 」 な どの よ うな ソ フ トな 表 現 に す る と、 抽 象 的 表

現 に な る分 だ け問 題 が 見 え に く くな る 。 しか し聖 書 は、 生 身 の 人 間 と神 との
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人格的な関係を表現 しているのである。

新約における名詞のエウ ドキアの用法は、旧約のラツォーンの強力な影

響を考慮 しないでは理解することができない。ラツォーンは、1世 紀のパ レ

スチナでは神学的術語となっていた と思われるが、この語 をギリシャ語に置

き換えた場合のひとつにエウ ドキアがあった。エウ ドキアにどのような訳語

を当てるのが適当であるかは、即座には答 えられないが、新約での用法には

ほとんどの場合、旧約的な意味で神に気 に入られて受け入れ られることの意

味が保持されている。また、ラツオーンの場合 と同 じ双方性が問題になる。

マタイによる福音書11・26(ル カ10・21と 並行)は 、Qか らの引用である

が、日本語ではふつう 「これは御心に適 うことで した」のように訳される。

しかし原文の感 じはまった くセム的であって、直訳すると 「このように して、

あなた(=父 なる神)の 前でエウドキア(=ラ ツォーン)が 起 こったのです」

である。この場合のエウ ドキアは、神 と人 との喜ばしい交流の意味であ り、

「福音」の意味 とも近いように思 われる。

ルカによる福音書2章14節 後半のクリスマスのメッセージもまた きわめて

セム的である。ここにパレスチナの原始教団の福音理解が読み取れる。.口語

訳聖書では 「地の上では、み心 にかなう人々に平和があるように」 となって

いる(新 共同訳 も同じような訳文であるが、わざわざ 「人々」 を 「人」 に改

悪 している。ひどい学力不足である)。「み心にかなう人々に」 は、エン ・ア

ンスローポイス ・エウドキアスの訳であるが、このような複合名詞の作 り方

がセム的であることが指摘 されている。 これをヘブライ語に置 き換えると、

レァンシェー ・ラツォーンである。「ラツォーンの人々に平和があるように」

という文から考えてみると、ここにはまず、神に受け入れられる人々、神 さ

まに気に入 られる人々の意味がある。それは神の恵みを受ける人々で もある。

さしあたりはお告げを受けた羊飼いたち ということになろう。 しかしまたこ

こには神 との喜ばしい交流 に入る人々とい う意味がある。そうであるか らこ

そ、羊飼いたちは、わざわざベツレヘムにまで出かけていってメシアの誕生

を見に行 ったのである。 このような人hに 平和があるのである。
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